
 
 
 

 

 

 

現在、国土交通省が平成 28年より推進している「i-

Construction」により、ICT 技術を活用した工事発注

が増えてきております。測量においては「UAVを用い

た公共測量マニュアル（案）」が国土地理院から公表

されるなど、公共工事における 3次元化が急速に進ん

でおります。このような中、工事だけではなく、設計・

施工計画の段階で 3次元測量データを用いた 3次元設

計へ対応していく時が近い将来訪れることが予想さ

れます。そこで、今月号では 3次元 CADについての紹

介をしたいと思います。 

 
 

現在多く使われ

ているCADは縦横軸

による 2次元 CADで

あります。構造物を

表現するためには、

作図者が頭の中で

構造物を2次元に変

換して平面図・正面

図・側面図を作図し

ます。逆に閲覧者

は、2次元図面から 3次元をイメージする必要がある

ため、複雑な構造物の場合は、イメージすることが難

しくなります。 

これに対し 3次元 CADは縦横軸に高さ軸を加えたも

ので、構造物を立体モデルとして作図することができ

ます。作図したモデルは自由な視点で参照することが

できるので、イメージ通りの構造物であるか確認する

ことができるとともに、閲覧者も作図者がイメージし

ている構造物をそのまま把握することができます。 

 
 

3 次元 CAD を使うことで様々なメリットが得られま

す。主なメリットは以下の通りです。 

① 構造物をイメージすることが容易である 

設計者がイメー

ジする構造物の完

成形を、そのまま施

工者に伝えること

ができます。また、

住民説明会など、だ

れが見ても完成形をイメージすることができます。 

② 部材の干渉等の確認が容易である 

配筋状態や部材配置など、実際に組み立てた後を

想定した干渉チェックを行うことができます。これ

により、設計時のミスの軽減や、施工時の手戻りを

抑えることが可能になります。 

③ 体積計算が容易である。 

立体モデルを作成する際に、体積情報を持ったモ

デルとして作図することで、コンクリート構造物等

の体積を算出することができます。 

 
 

3 次元 CAD にはデメリットになる部分も多々あり

ます。主なデメリットは以下の通りです。 

① 対応ソフトウェアが必要 

3次元対応の CADソフトウェアは限られているた

め、新たにソフトウェアを準備する必要があります。 

② ハイスペックパソコンが必要な場合がある 

点群地形データ等の大容量データを扱う場合は、

ハイスペックパソコンが必要であり、場合によって

ワークステーションのような高価なパソコンを購

入する必要があります。 

③ 作図操作が難しい 

 2 次元 CADよりも作図操作が複雑になるため、ソ

フトウェアの操作方法を改めて習得する必要があり

ます。 

 
 

平成 29年 3 月に「CIM導入ガ

イドライン（案）」、「CIM 事業に

おける成果品作成の手引き

（案）」等が公開され、3 次元モ

デルに求める形状や属性情報の

仕様が示されました。これによ

り関連した業務も増えるのでは

ないかと思います。 

3 次元設計はまだ敷居が高い

と思われる方も多いと思います

が、無料の 3 次元 CAD も存在し

ますので、今後の 3 次元対応に向けて準備を進めてみ

てはいかがでしょうか。 
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はじめに 

3次元 CADのメリット 

3次元 CADのデメリット 

おわりに 

階段工(3 次元モデル) 

3次元モデル 

正面図(2 次元) 断面図(2次元) 

出典：国土交通省より 

3次元 CADとは 
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